
大
手
企
業
と
中
小
零
細
企
業

の
給
与
格
差
は
、
一
人
当
た
り

の
生
み
出
す
付
加
価
値
の
差
で

す
。
資
本
生
産
性
と
も
言
い
ま

す
。

カ
ギ
は
資
本
家
や
投
資
家
が
儲

け
る
仕
組
み
を
す
で
に
所
有
す

る
か
、
し
て
い
る
か
使
用
す
る

か
で
す
。

儲
け
る
仕
組
み
を
例
え
れ
ば
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
能
力
を
完

全
に
支
配
し
使
用
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

実
際
は
能
力
の
極
一
部
を
使
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
も

普
通
の
人
間
の
能
力
を
凌
駕
し

て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
し
の
ぐ
有

機
的
な
結
び
付
き
、
新
た
な
価

値
を
見
出
す
こ
と
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
（
手
順
）
で
は
な
く
、

人
間
の
頭
脳
が
こ
れ
を
行
う
。

人
の
「
感
性
」
は
、
ビ
ル
ゲ
イ

ツ
よ
り
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ス
型
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
が
ヒ
ッ

ト
を
生
み
出
す
は
ず
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
創
造
の
領
域
は

ま
だ
人
間
が
超
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
征
服
で
き

る
領
域
で
、
人
間
は
完
全
な
ま

で
壊
滅
的
に
淘
汰
さ
れ
ま
す
。

会
計
事
務
所
も
多
く
の
粗
製

乱
造
型
と
少
数
精
鋭
型
の
棲
み

分
け
の
二
分
化
へ
確
実
に
進
む

で
し
ょ
う
。

当
社
は
、
「
地
域
か
ら
明
る
い

未
来
を
作
ろ
う
」
の
テ
ー
マ
に

透
明
性
は
業
界
第
一
、
完
全
な

オ
ー
プ
ン
ス
タ
イ
ル
経
理
決
算

内
容
も
全
て
各
人
の
報
酬
も
内

部
に
ガ
ラ
ス
張
り
で
す
。
各
人

が
い
つ
で
も
全
て
を
検
索
で
き

る
シ
ス
テ
ム
運
用
で
す
。

さ
ら
に
理
念
も
時
勢
の
見
方
や

考
え
方
思
い
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
で

毎
週
「
事
務
所
便
り
」
を
発
行

し
、
ネ
ッ
ト
発
信
を
続
け
て
い

ま
す
。

勝
負
は
行
動
す
る
「
人
材
」

で
す
。

た
と
え
ば
金
融
業
界
に
お
け
る

盛
衰
で
は
二
つ
の
要
素
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
景
気
の
変
動
、

も
う
一
つ
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

盛
衰
に
よ
る
も
の
で
す
。

人
材
は
、
良
し
悪
し
よ
り
タ

イ
ミ
ン
グ
を
う
ま
く
読
み
乗
る
、

先
見
の
能
力
が
求
め
ら
れ
、
主

導
す
る
小
さ
な
ア
イ
デ
ア
で
も

持
つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

熟
知
す
る
業
界
で
、
足
り
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
が
存
在
す
る
は
ず
、

そ
れ
を
提
供
し
、
業
界
の
主
導

権
を
行
動
に
示
す
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
で
必
ず

「
勝
て
る
所
」
が
あ
る
筈
で
す
。

そ
こ
を
磨
き
上
げ
他
の
追
随
を

許
さ
な
い
程
に
資
源
を
迅
速
に
、

徹
底
的
に
投
入
。
余
裕
の
時
間

と
カ
ネ
の
集
中
で
す
。

未
来
は
す
で
に
起
き
て
い
る
・

知
っ
て
い
る
新
し
い
小
さ
な
も

の
で
、
若
者
世
代
の
変
化
の
中

に
未
来
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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日
本
の
一
人
当
た
り
の
生
産

性
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は
先
進
国
（
20

位
以
下)

で
全
く
、
高
く
な
い

の
で
す
。
長
時
間
労
働
で
も
生

産
性
で
逆
転
し
て
い
る
の
で
す
。

体
質
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
昔
、
高
田
純
次
（
70
）
で

「
５
時
か
ら
男
」
の
有
名
な
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

居
残
り
で
滅
私
奉
公
を
ア
ピ
ー

ル
。
低
賃
金
を
割
増
の
残
業
代

で
補
足
。
日
中
は
適
当
で
夜
か

ら
男
。
効
率
化
で
な
く
長
時
間

労
働
に
向
け
作
業
を
す
る
。
連

日
長
時
間
残
業
で
は
実
際
、
体

（
メ
ン
タ
ル
）
は
持
ち
ま
せ
ん
。

日
本
の
生
産
性
が
低
い
の
は
当

然
で
労
務
管
理
の
官
僚
的
評
価

基
準
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

一
人
当
た
り
、
チ
ー
ム
の
目
的

や
生
産
性
の
観
点
が
完
全
に
欠

落
し
て
い
る
日
本
の
勤
務
評
価

体
制
で
す
。
結
果
過
労
死
や
自

殺
が
弱
者
と
正
直
者
が
常
識
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
日
本
を
凌
駕
し

た
資
本
主
導
の
シ
ャ
ン
パ
ン
タ

ワ
ー
、
闘
わ
な
い
労
働
組
合

（
連
合
）
の
不
幸
な
性
（
闘
う

さ
が

ポ
ー
ズ
）
を
記
さ
な
い
訳
に
行

か
な
い
。

日
本
の
付
加
価
値
は
、
産
業
の

職
人
集
団
が
作
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
一
人
当
た
り
の
生
産
性

と
個
人
の
潜
在
能
力
が
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
の
で
あ
り
ま
す
。

生
産
性
は
「
効
率
」
で
す
。

潜
在
能
力
は
「
活
用
」
で
す
か

ら
、
即
ち
日
本
は
双
方
が
悪
い
。

数
字
を
忘
れ
効
率
の
悪
い
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
用
の
反

対
は
「
リ
ス
ク
」
で
す
。

リ
ス
ク
を
恐
れ
る
余
り
、
リ
ス

ク
を
飲
込
み
活
か
し
て
な
い
。

い

個
人
の
能
力
と
自
由
な
潜
在
能

力
を
活
用
し
て
い
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
21
世
紀
、
皆
誰
し
も

こ
ん
な
筈
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
、

無
情
に
晴
れ
た
敗
戦
の
空
を
仰

ぐ
の
で
す
。


